












































































































































































































































     試料名分析値dexp(威1n3)dx(9乃ηヲ)d(9/乞1汐)
     1013727Sm1.07B5SmO.87B6SmO、69B65.0±0.14、3±0.14.1±0,15.34.64.05.06(SmBb)
 表一2SmB6の格子定数
   試料名分析値格子定数(且)
   1013727Sm1.07B6SmO,87B6SmO.69B64.]34士0.0014.133±0.0014,132±OOO1
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 SmB6の電気抵抗の温度変化
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 SmB6の帯磁率の温度変化
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5101520K
 SmB6中のGd,Euの△Hの温度変化及び
 SmB6の電気抵坑の温度変化,Srtは室温での電気抵抗の値
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 論文審査の結果の要旨
 SmBもは狭く強い相関を持った4f状態がフェルミ面上に存在して4f6と4f5が共存し,
 それらが5dを主とする伝導電子との間に複雑な共鳴状態を作り,それに伴った各種の興味ある
 異常性質を示し,最近急速に理論実験両面よりの研究が行われているものである。
 小島健一提出の論文に於ては,まず上記物質がSmxB6〔但し2/3<x<1)なる広い領
 域にわたって非化学量論的組成を持つことに着目して,上記異常性質,特に電気伝導及び帯磁率
 が組成化によって,どの様に変化するかを詳細に調べ従来提出されてきたモデルと比較すること
 により,その不合理性を指摘した。次により詳細なミク・な電子状態を知るためにEu及びGd
 を小量に加えて,それらのスビγ共鳴を観測し新たな異常現象を発見した。この異常現象のよリ
 ミタ・な立場からの開明のため,非磁性絶縁体SrB6及び金属LaB5中のEu及びGdのスビ
 ノ共鳴を観測して最も基本的なs-f及びf-f相互作用に関する知見を確立し,それを用いて
 SmB6中に於る4f5-4f6共鳴,いわゆる荷電揺動による異常現象効果を調べた。このよう
 にして得られた知見は,糟谷等によるこれらを統一的に説明するモテルの作成へと導いた。
 以上,小島健一一提出の論文はSmB。中に於る複雑な4f5-4f6共鳴状態のミク・な電子状
 態に関する重要な新しい実験的情報を与えており,この方面の研究に重要な寄与をなした。よっ
 て本論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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